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（個⼈向け国債の販売動向等について）
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個⼈向け国債の販売動向等について （発⾏額の推移）

■個⼈向け国債の発⾏額の推移

（億円）

– 令和６年度発⾏総額は、４兆４,９３８億円（対前年度⽐＋１兆９０４億円、＋32.0％）と、令和５年度から
⼤幅に増加。

– 内訳は、変動10年が２兆６,２２２億円（対前年度⽐＋７８９億円、＋3.1％）、固定５年が１兆３,０２４
億円（対前年度⽐＋６,８０５億円、＋109.4％）、固定３年が５,６９２億円（対前年度⽐＋３,３０９億円、
＋138.9%）となっており、固定５年及び３年の販売額が顕著に増加 。
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– 令和６年度の⽉平均販売額は３,７４５億円（対前年度＋３２％）。各⽉の発⾏額では、⾦利動向等の要因に
より固定５年及び３年の販売額が⼤きく増加し、令和７年度に⼊ってもこの傾向が続いている。

– 当局が実施した取扱機関へのヒアリングでは、
○ ⾦利上昇により投資妙味が出てきたこともあり、新規購⼊や継続購⼊を希望する顧客が増加。
○ これまで変動10年が圧倒的に⼈気だったが、固定５年の⾦利上昇に伴い変動10年より売れる⽉もある。
との意⾒が聞かれた。

■利率及び発⾏額の推移

個⼈向け国債の販売動向等について （各⽉の発⾏額）

(発⾏⽉) ２
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（信託銀⾏、信⽤組合、労働⾦庫、ＪＡ）

個⼈向け国債の販売動向等について （業態別販売動向）

– 近年の販売実績額の内訳を業態別で⾒ると、証券会社が減少傾向となっている⼀⽅、他の業態では概ね増加
傾向となっている。

– 当局が実施した取扱機関へのヒアリングでは、
○ 個⼈向けの社債発⾏額が増加傾向であったことから、個⼈向け国債から社債市場に⼀部の資⾦が流れた

印象。（証券会社）
○ 定期預⾦⾦利との対⽐で⾦利妙味から購⼊する顧客が多くなっている。⾦利が上昇する中、リスクを取

れない顧客でも安⼼して購⼊出来ることが需要が増えている要因だろう。（地⽅銀⾏、信⽤⾦庫）
との意⾒が聞かれた。

３



– 購⼊額に対する男⼥別割合は概ね均衡しているものの、商品別に⾒ると、変動10年は男性の購⼊が多く、固
定5年及び3年は⼥性の購⼊が多い傾向にある。

– 主な購⼊層は５0歳代以上の年代であり、全購⼊額の９割強を占める。また、年代別では60歳代の購⼊割合
が３割強と最も⼤きい。

– 平均購⼊単価を⾒ると、各年代とも商品別では年限が⻑い商品の単価が⾼くなる傾向があり、また、年代が
上がるとともに単価も上昇する傾向が⾒て取れる。

■商品別・年代別購⼊状況（⾦額ベース）

個⼈向け国債の販売動向等について（年代別購⼊状況）

（注）１．令和６年４⽉〜１２⽉発⾏債におけるアンケート調査を基に作成（個⼈向け国債販売額上位５０機関及びその他主要な取扱機関が対象）。
２．アンケート結果が販売額全体に占めるカバー率は90％程度。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

３０歳未満 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上

（億円） 変動１０年

男性

⼥性

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

３０歳未満 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上

（億円） 固定３年＋固定５年（合算）

男性

⼥性

■商品別・年代別平均購⼊単価

４

(単位：万円)

男性 ⼥性 男性 ⼥性 男性 ⼥性 男性 ⼥性 男性 ⼥性 男性 ⼥性 男性 ⼥性
変動10年 152 216 212 277 342 337 496 462 723 648 1,051 755 1,241 1,049
固定5年 145 173 204 241 343 284 439 369 572 452 624 502 715 630
固定3年 74 174 98 144 152 201 264 250 462 366 564 475 706 626

全体 145 204 204 261 331 316 471 421 664 548 825 595 918 774

３０歳未満 ８０歳以上７０歳代６０歳代５０歳代４０歳代３０歳代
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– 令和６年度の中途換⾦額について、市場⾦利の上昇等の影響を受け、固定５年及び３年は過去に購⼊した低
⾦利のものからの乗換⽬的と⾒られる中途換⾦が増加した⼀⽅、変動10年は前年度と同様に減少傾向が続い
たことから、計１.０兆円（対前年度⽐▲０.２兆円）となった。

– 令和６年度末の個⼈向け国債の発⾏残⾼は、発⾏額の増加及び中途換⾦の減少に伴い、前年度末１３.３兆円
から１５.５兆円（対前年度末⽐＋２.２兆円）へ増加。

R3年度末
12.4兆円

R5年度末
13.3兆円

R6年度末
15.5兆円

■中途換⾦額の推移

■発⾏残⾼の推移
R4年度末
12.6兆円

個⼈向け国債の販売動向等について （中途換⾦及び発⾏残⾼）
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